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ｗｅｂ版 図書館しが 
全ての人に自分に合った読書環境を  

～図書館利用に障害のある方へのサービス～ 
 

 2019 年６月に、「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律（読書バリアフリー法）」が施行さ

れました。図書館をはじめ社会全体で、視覚障害などのために活字での読書が困難な方の読書環境の整備を

進めようとするものです。 

滋賀県立図書館では、図書館利用に障害のある方向けに様々なサービスを実施しています。今回は、通常

の活字での読書が困難な方へのサービスを中心にご紹介します。全ての人が自分に合った方法で読書を楽し

めるように、サービスの充実に取り組んで参ります。 

●館内にこんな機器を置いています！ 

○拡大読書機 読みやすさに合わせて、文字や写真などを拡大できる機器

です。表示をカラー、白黒、白黒反転表示に切り替えることができます。

２階の一般資料室と参考資料室でご利用いただけます。一般資料室にある

機種では、読んでいる行が分かるように強調したり、それ以外の部分を隠

して表示したりする機能があります。 

○音声拡大読書器「よむべえ」 印刷物を読み取り、読み取ったもの

を画面で表示しつつ、音声で読み上げる機器です。読み上げる速さや

文字の大きさは、変更することができます。デイジー録音図書を聞く

こともできます。参考資料室でご利用いただけます。 

その他、参考資料室にパソコンの文字情報を音声読み上げするソフ

トを入れたインターネット検索用端末、手先が動かしにくい方向けに

タッチパネルとトラックボールを備え付けた資料検索用端末を置いています。声が聴きとりにくい方向けの

助聴器を、一般資料室と参考資料室のカウンターに置いています。 

●こんな資料があります！ 

○大活字本・オーディオブック 大活字本は、通常の活字本より大きな文字で書かれた本です。読みやすい

ように、書体や行間にも工夫されています。オーディオブックは、CD に朗読を収録した図書です。古典作

品、小説、エッセイなど様々なジャンルの作品を耳で楽しむことができます。通常のサイズの活字が読みに

くくなったと感じる高齢の方からも好評です。 

 

 

 

 

 



○デイジー録音図書 

 視覚障害など活字資料の利用が困難な障害のある方向けに作られた、デジ

タル録音図書です。１枚の CD に本１冊分が収録されています。見出しやペ

ージ単位で移動して聞くことや、聞き返したい箇所にしおりをつけることが

できます。再生には、専用のデイジー再生機を使うか再生ソフトをパソコン

にダウンロードする必要があります。当館では、再生機を貸出しています。

無料の再生ソフト AMIS（アミ）は、「デイジー研究センター」のホームペ

ージ（https://www.dinf.ne.jp/doc/daisy/software/amis3_1_3.html）

からダウンロードできます。 

○マルチメディアデイジー図書 

知的障害や学習障害など通常の活字での読書が困難な方にとっても読みやすい、パソコンなどで読むデジ

タル図書です。音声と同時に、画面で本文や挿絵をわかりやすく表示します。音声読み上げ時には、読み上

げている箇所の本文が強調して表示されます。文字の大きさや読み上げの速度を変えることも可能です。当

館所蔵のタイトルはご家庭のパソコンで再生できます。マルチメディアデイジー図書のディスクは、どなた

でも利用することができるものと、活字を読むことが困難な障害のある方だけが利用できるものがあります。

当館ホームページに作品のリストを掲載しています。(「図書館利用に障害のある方へ」→「活字を読むこ

とが困難な方へ」http://www.shiga-pref-library.jp/handicap/reading/）。 

●読書の幅を広げるために・・・こんなサービスがあります！ 

○サピエサービス 

 「サピエ」とは、全国視覚障害者情報提供施設協会が運営する情報総合ネットワークサービスです。「サ

ピエ図書館」のホームページから、全国の施設で製作された点字資料や録音資料を検索し、利用することが

できます。当館では、視覚障害や肢体不自由等のために活字資料の読書が困難な方を対象に、「サピエ図書

館」を通して利用できる点字資料・録音資料の貸出を行っています。 

 視覚障害の方は、個人会員になると、自分のパソコンに点字データやデイジーデータをダウンロードして

利用することができます。また、ホームページから、他館所蔵の資料の取り寄せ依頼もできます。当館では、

個人会員登録の代行登録も行っています。「サピエ」の詳細や利用できる資料の検索は、「サピエ」のホーム

ページをご覧ください。（https://www.sapie.or.jp/） 

○対面朗読サービス 

 視覚障害の方を対象に、対面朗読サービスを実施しています。開館時間中に、ご希望の本を音訳協力者が

一対一でお読みします。点字資料や録音資料がない本や新しい本を早く読みたい時に便利です。利用をご希

望の際は、当館までご希望の資料や日時をお知らせください。 

その他、視覚障害の方に活字資料を点訳するために原本が長期間必要な場合、３ヶ月貸出できます。また、

重度の障害のために図書館へ来ることが困難な方を対象に、郵送による資料の貸出を行っています。郵送貸

出サービスの対象となる、手帳や等級などにつきましては当館へお問い合わせください。 

 

 

デイジー再生機 

http://www.shiga-pref-library.jp/handicap/reading/
https://www.sapie.or.jp/


 

 

農業情報専門データベース 
 

「ルーラル電子図書館」が利用できるようになりました！ 
 

11 月から参考資料室にて、一般社団法人農山漁村文化協会が運営する農業情報専門データベー

ス「ルーラル電子図書館」が利用できるようになりました。 

このデータベースでは、農と食に関するさまざまな情報を検索・

閲覧することができます。１枚10円でプリントアウトも可能です。 

農業を専門とする方だけでなく、家庭で園芸を楽しむ方にも役立

つ、農作物や農薬、病害虫や獣害に関する情報や、農作物の加工販

売を志す方や、日常の食卓にも参考になる、各地の郷土食、農家の

レシピ、など幅広い情報が満載されています。ぜひご利用ください。 

 

 

 

 

『びわ湖の畔のニホンミツバチ  マキノの里でともに暮らす日々』 
尼川タイサク∥著 

サンライズ出版 2020年 8月刊 2000円 
 

 高島市マキノ町に移住した著者が、自宅の庭で飼い始めた

ニホンミツバチの観察日記。昆虫の神経細胞のメカニズムや、

ミツバチ固有のコミュニケーションの秘密を研究し続けて

きた著者の目にうつるミツバチの社会は、おもしろいほど

「人間臭い」世界です。「ライバルを軽くつつく」ハチや、「ス

トレスでうつ病になる」ハチ、よく眠る「働きバチ」、「盗蜜

バチ」、暑い日の「夕涼みバチ」、ハチにも感情があるとは想

像もつかなかった、と著者はいいます。ある日、巣箱のミツ

バチに興味をもった男の子が、桜の木にミツバチの自然巣を

発見しました。環境のバロメーターとされるミツバチが身近

なマキノの自然のなかで生きる様子を、近所の大人も見守っ

ています。ともに暮らすミツバチの観察をとおして、人の未

来を考えることができる一冊です。 

 

 

 

湖 国 の 本 棚  

 

 



郷土資料紹介 令和 2年 3月～令和 2年 10月購入・寄贈分より 

 
 

 

 

ホームページの新刊図書案内にて郷土資料の新着図書のリストをご覧いただけます。 

http://www.shiga-pref-library.jp/wo/opc/nw_top

